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うな気がしました。 

類も水質の改善に伴って増えてきている 

とのことでした。また、真光寺川では最近

外来種のカワリヌマエビやカワヨシノボリが見られ

るようになりましたが、鶴見川水系でもこれまでに

見られなかった、ミゾレヌマエビやカワヨシノボリな

どが出現していると報告があるとのことです。オイ

カワをはじめ、これらの魚は西日本に棲んでいて、

それらが当該地域に棲むようになったそうです。こ

れらは、淡水魚であるため海からの北上とは考え

られず、温暖化によるものではないということで

す。人間による攪乱、投げ込みなども考えられま

す。 

  の後多目的遊水池を一望できるセンター 

  屋上で所長の説明を受け、記念撮影、１

階の水族館を見学して小机駅に向かいました。 

小机駅付近のラーメン店でビールやお酒で乾

杯し、新年昼食会となりました。参加者は６人と多

くはありませんでしたが、のんびりとした散策とな

りました。           （報告者 吉田三夫）  

よくなっていて、アユが鶴川駅の川にまで溯上して

きているということです。鶴見川水系では川の中で

水遊びできる水質指針を実行中で、実際に水遊び

しているグループがあるということです。多摩川で

も同様に水遊びしている団体があるということで、

必要があれば、その団体を紹介してくれるとのこと

です。 

真光寺川でも川底のヌメリが気になりますが、

水質は子供が水遊びできる基準に合致していると

の説明を受け、川祭りを中止にする理由はないよ
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年、１，２月は清掃ボランティアの懇親を 

かねて散策会を行っています。今回、２０

１５．１．１１は、横浜線の鴨居駅から小机駅まで鶴

見川の堤防を散策し、その途中にある多目的湧水

地や鶴見川流域センターを見学しました。 

      開きの日。河原ではドント焼きの準備がな 

され、遠くに富士山がかすみ、風なく陽光

まぶしい出発になりました。 

 堤防近くの畑にネギ、ブロッコリーなどが栽培さ

れ、川には野鳥のバンがいました。堤防には早春

の植物・ホトケノザが花をつけています。 

  散策の最後に鶴見川多目的遊水地に着きまし

た。日産のスタジアム、テニスコート１０面以上、

野球場、サッカー場などが遊水地の中にあり、い

ざ豪雨というときに水がこの中に溜まり、水害が

回避されるということです。 

ぐ近くに、国土庁の鶴見川流域センターが 

あり、ここの所長と魚類担当職員に話を伺

いました。 

 鶴見川水系の水質はこの１０年の間に倍以上に

子子子供供供ががが遊遊遊べべべるるるふふふるるるさささとととののの川川川へへへ、、、自自自然然然豊豊豊かかかななな川川川ののの散散散歩歩歩道道道ににに、、、   きききれれれいいいななな川川川にににしししままましししょょょううう！！！ 

小机の鶴見川流域センター 

を訪ねる 

 鶴見川流域センター屋上にて、多目的遊水池を背景に 
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メダカポスト： お礼 

１２月～１月は能ｹ谷６丁目の岡村実様、鶴川４丁目 

の芦田徳明様、広袴３丁目の石川由紀枝様からのご 

寄付、めだかポスト・見つめ会・一木会からのご寄付を 

合算し８,４５１円でした。 

里親の会の活動に対しお寄せいただいたご厚志に 

深く感謝いたします。  

 

 

 

 

  

 

 

レイになり、ここから流れる真光寺川の水質改善が

大いに期待されます。       （山本隆治 記） 

 

 

清掃日１４日（日）は、総選挙投票日と重なり

ましたが、いつものように元気な顔がそろいまし

た。朝方は霜が降りていましたが、青空が拡がり

次第に暖かくなってきました。ボランティアセンタ

ーの紹介で町田高校の１年生２名が参加してく

れました。矢崎橋周辺で作業してもらいました

が、結構多くのゴミに驚いていました。能ヶ谷い

こい会館は餅つき大会で賑やかでした。作業を

１２月の清掃報告 

１２月１４日は高校生のボランティアも含めて

１4 名が清掃に参加し、３０袋のゴミや傘を引き

上げました。気温は低いものの空は晴れ風も

なく冬の作業日和でに恵まれ、今年最後の清

掃に取り組みました。 この日も真光寺川にす

む魚の水槽を下堰親水で展示しました。多くの

市民が覗き込んでいきました。 

 

 

 

３月・４月の清掃（クリーン作戦）の予定 

☆３月８日（日）、４月１2日（日） 

☆集合：9：30 下堰親水場 

(能ｹ谷４丁目、魁力屋ラーメン店裏) 

☆持物：軍手。その他ごみ袋、火ばさみや、 

長靴など一部用意があります。 

☆解散予定 １１:00  

真光寺川の川の中と川の周辺のゴミを分担し

て拾います。どなたでも参加できます。 

ご一緒に川をきれいにしませんか 

 

 

 

 

 

広袴公園調整池のふとん篭設置と浚渫作業

が１１月末から３月末迄の予定で実施されてい

ます。今回は第１段として池の中央を横断する

形で、ふとん篭が設置されました。泥の流出を

防ぐためです。第２段として「生態系保全型底泥

資源化システム」により、池の中央から排水口

の部分まで池の周りの一角に吸い上げた泥を

水と土に分離する機械を置き、ボートに乗った

人がホ―スで底泥を吸い上げています。水がキ

今冬も広袴調整池の浚渫等実施さる 
連続で広袴調整池の浚渫始まる 

 

 

今冬も泥を除去する工事がはじまりました 

☆真光寺川を清流にする会 代表：山本隆治 

事務局：黒田 TEL/FAX:708-4269 
（ご意見・問合せは黒田までお寄せ下さい） 

☆真光寺川を清流にする会のＨＰ/mail  

http://www.shinkojigawa.com/       

e-mail:  kawasemi@shinkojigawa.com  

終えた二人は晴々とした笑顔を残して帰っていき

ました。               （山口拓郎 記） 

和光鶴小では４年生になると川の学習をして

います。それぞれテーマを設け、半年にわたって

調べ、成果を発表するかなり本格的な学習で

す。昨年１２月１０日、先生に連れられ６名の子

供たちの訪問をうけました。「めだか」と「めだか

ポスト」につき次々と質問があり、あっと云う間に

時間がたってしまいました。後日、感想文が送ら

れてきました。         (山口拓郎記) 

１２月清掃作業に町高生参加 

 

清掃日に。左から 3人目、5人目が町高生 

http://www.shinkojigawa.com/
mailto:kawasemi@shinkojigawa.com

